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研 究 主 題

意 欲 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 る 指 導 の 工 夫

1研 究主題設定の理由

中学校 におけるこの度の学習指導要領の改訂において,外 国語(英 語)科 の目標 として,

次の4つ が示 された。すなわち,(1)外 国語が分かり,使 える,(2)そ の能力を積極的に使い,

コ ミュニケーションを図 ろうとす る,㈲ 言語 や文化 にたいす る関心を深める,(4)国 際理解の

基礎を培 う,で ある。特に,(1}に っいては,「 聞 くこと」 と 「話す こと」 の言 語活動 が分離

されたことによりr質 的,量 的に も多 くの言語活動が可能 になったこと,ま た,② で は,コ

ミ3ニ ケーシ ョン能力はこれを行 おうとす る積極的な意欲 や態度 によって一層育成 されるこ

と,が 示 され,指 導上の一層の創意工夫が期待されることとなった。

ことばの学習では,言 語情報そのものが音声情報中心であるため,「 音声か ら文字 へ」 の

順序 を重視することが大切であり,音 声を中心 としなが ら文字の指導 とか らみあわせてい く

など,言 葉の習得にかかわるプロセスを重視 した音声指導,特 に入門期での音声重視の指導

に一層の創意工夫が求め られている。また,生 徒が活動 しやすい場面や学習形態の工夫 を図

る,発 話を促す雰囲気をっ くる,対 話を発展 させ るような言語活動を工夫するなど,英 語 の

学習 に興味 ・関心を示すよ う学習場面でのさまざまな工夫 ・改善が重要である。そこでこの

ような学習課題の解決に向 けて,上 記の研究主題 を設定 し,研 究を進めることとした。

本研究を進めるに当た り,下 記のように三分科会に別れ,そ れぞれの仮説 を設定 し,そ れ

らを実証するために授業実践 を繰 り返 して行 ってきた。

第1分 科会1生 徒が英語の音声の もっ基本的な特質を理解すれば,Listeningの 力が高 ま

り,そ の結果,学 習に対す る興味 ・関心が深 まり,意 欲的にコ ミュニケー ション

を図 るであろ う。

第2分 科会:興 味 ・関心を もって話す場面の設定を工夫すれば,「 話す こと」 の活動 が充

実 し,コ ミュニケーションをよ り積極的におこな う意欲が育成されるであろう。

第3分 科会: .教育機器 を効果的に活用すれば,コ ミュニケーションに対す る興味 ・関心が

高まるであろ う。
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II研 究経過

16名 の研究員 は三分科会 に分かれ,各 自の研究活動 と実践授業等を通 して,研 究 を深めるこ

とがで きた。

総 会

(4月13日)

第1回 月例会

(5月6日)

第2回 月例会

(6月11日)

第3回 月例会

(6月25日)

第4回 月例会

(7月26日)

御岳研究集会

(8月20～22日)問 題点の整理 ・検討

第5回 月例会

(9月14日)

第6回 月例会

(10月4日)

第7回 月例会

(10月28日)

第8回 月例会

(11月22日)

第9回 月例会

(1月20日)

研 究 発 表 会

(2月4日)

一都立教育研究所14:30～

研究員委嘱 事業説明 年間予定 自己紹介 世話人等選出

一大田区立田園調布中学校14:30～

研究主題 ・内容決定 研究の進め方の検討 三っの分科会の決定

一杉並区立松ノ木中学校13:25～

研究授業(廣 澤一恵教諭)研 究協議 仮説の検討 研究構想 実態調査

一江東区立第三亀戸中学校13:30～

研究授業(鈴 木誠教諭)研 究授業 ・研究内容具体化 ・先行研究 ・基礎研究

一板橋区立高島第三中学校10:00～

研究内容 ・方法の具体化 指導計画の作成 指導案の検討(1)

一青梅市御岳山宿坊

研究内容 ・方法 ・仮説の再検討 指導案の検討(2)

報告書プロット作成 執筆分担

一武蔵野市立第三中学校12:50

実証授業(原 島明彦教諭)研 究内容の実践 ・検証 報告書プロット作成

執筆分担

一青梅市立霞台中学校13:10～

実証授業(大 森佳代子教諭)研 究内容の実践 ・検証 報告書執筆内容検討

一練馬区立谷原中学校13:30～

実証授業(山 崎聡教諭)研 究内容の実践 ・検証 原稿検討

一保谷市立青嵐中学校14:00～

原稿提出 補助資料の準備 発表会の準備(1)

一文京区立第九中学校14:00～

発表会準備 指導案検討 発表会の準備(2)補 助資料の検討 係分担決定

一北区立浮間中学校13:30～

公開授業(永 嶋昌博教諭)研 究発表 研究協議 反省会
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皿 研究内容

第1分 科会

1小 主題 設定 の理 由 「研究 の仮説 とね らい」

第1分 科 会 で は,研 究主 題 『意 欲的 に コ ミュニケー シ ョンを図 るための指導 の工 夫 』を受

け,言 語 活動 の4領 域 の一 っ 「聞 くこと」 に研 究 の焦 点 を絞 った。分科 会 テ ーマを 「意 欲 的

に コ ミュニ ケー シ ョンを図 るための基礎 とな るListeningの 指導 の工 夫 」と し,「生 徒 が英 語

の音 声 の もっ基 本的 な特質 を理解 すれ ばListeningの 力 が高 ま り,そ の 結 果,学 習 に対 す る

興味 。関心 が深 ま り,意 欲 的 に コ ミュニ ケー ショ ンを図 るで あろ う。」とい う仮説 を立 て た。

私 たちは,コ ミュニケ ー シ ョンの第一 歩 は 「相手 の言 う ことがわ か る こと」 であ ると考え,

どの よ うに した ら大切 な情報 が聞 き取 れ るか とい うこと,い わ ば 「聞 き取 りの こっ 」に注 目

した。

そ こで まず聞 き取 ると きの障害 に な って い る ものが何 であ るかにっ いて考 えた。た とえば,

Whenhewasayoungboy,._を 一語ず っ発音 す れば[(h)wenhi二wqzθjnpbpi]に な る

が,nativespeakerが 普通 に言 えば[(h)wenhi:]は[weni:],[WaZθ]は[waza],〔IAOb。i]

は[jAnbpiコ とな り,CanIusethattable?[kinaiju:zbeetteibl]で は,〔kinai]

は[k∂nai],[6aetteibl]は[6∂teibl]と な り,音 の消 失,連 結が見 られる。また,"table

は 「テ ー ブル(teburu一 ローマ字表 示)」 ではな く 〔toibl]と な り,こ れ は,ど ん な子

音字 も母 音 を持 って いる(下 線部)と い う日本語 の音声 の特質 とは異 な って い る。 これ らが

原因 の一 部 とな って,聞 き取 ることが困難 にな って い ると考 え られ る。

したが って,英 語 の学 習 を始 め る中学 生 に とって,学 習 初期段 階 か ら正 しい英語 の発音 を

繰 り返 し聞 き,発 音 す る こ とによ って,英 語 の音声 の持 っ特質 を理解 す る こ とが重 要 であ る

と考 え,そ の指 導方 法の研 究 をす す め る ことと した。

分科会 テーマ の基礎 とな る,仮 説 の基 本的 な特質 とは 『学 習指導 要領,別 表1言 語材料

ア 音声 切 現 代 の標 準 的 な発音 仔)語 の ア クセ ン ト(ウ)文 の基本 的 な音調W文 に お け

る基本的 な区切 り ㈹ 文 にお け る基本 的 な強勢 』 と関わ って い る。

基本的 な特質 と して,次 の4点 にっ いて,研 究 をす す めた。

1.カ タカナ英語(日 本語 に取 り入 れ られ アクセ ン トなどが変 わ って きて い るもの)

2.音 の変 化:(1)音 の連 結(2)音 の同化(3)音 の消 失

3.区 別 しに くい発音

4.文 にお け る基 本的 な強勢
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2研 究内容

(1)音 声の持っ基本的特質

以下の表 は,英 語の音声 の持っ基本的特質 と して挙げた4点 と,そ の指導例をま とめた も

のである。

基本的特質 ・指 導 内 容[】 内は発音紀号 ・指 導 方 法(● 留 意 点)

1カ タカナ

嫡

・地 名 ・人名で原 音 と異な る もの:Asi8/McDanaid

・ア クセ ン トが異 な る もの 二b8nana/hote正

・音 の一一部 が異 な るもの;Anrighr/radio

・他 言語 。誤使 用:ア ルバ イ ト(Parttimejob)/

パ ン(bre8d)/ミ シン(sewingmachine)

・和製 英語=シ ャーベ ン(mechanic81penciE}

・地名については世界地図などを使い、

発音された地名をさがすようなゲーム

形式で行う。

・その他については、絵やカタカナを提

示 しておき、発音された ものを選ぶよ

うな形式が考え られる。

(●日本語にない音や発音しにくい も

のに特 に注意を して指導す る。)

2音 の変化

(ア)音の連結

(イ)音の同化

(の音の消失

。[r】+母 音 ㌧hereandthere/faraway

・語 尾 の 子 音+語 頭 の 母 音:100kat/inaday/

atatime/a,10tof/聴 。tata日

・[t]+[j]_[tJ]:don'tyou

・[z]十 〔s]の[zlの 音:hassrudied-
・ld]+IJ]_[d31:DidYou

●[s】 十[j工 呂[∫]:chisYear

・(z]+[j]_(3]:Doesyourmother

。語 中の 〔a]は 消え るこ とが 多い:camera[k2femra]

・語尾 の[tlや 〔d】 は消え る ことが 多 い:

IdQ竃 べ 」LkRow.【&id6un駆6u】

handbag[h海n《d}b主g】
一 一

①Socheerup,Mika.

を2～3度 聞かせ、どう聞 こえたか質

問する。

② 「そちら、みか」と聞こえる原因を説

明する。

③左記2(ア)(つ(4)つ いて説明す る。

④語、籍句、短文などを印刷 したプリン

トを配布 し、英語を聞かせ、その英文

に、 ・連結(ア)の 場合())、 ・同化

(i)の 場合(〉)、 ・消失{g)の 場合
●

(X)を マ ー クさせ る。

(●代 わ りに歌を聞 か せて もよい 》

⑤ 答を確 認 し口頭 練習 させ る。

⑥ 発展練 習 と して

・alotoffriends

・runabout

・Iiskeic .な ど

を書 き取 らせ る。

3区 別しに

くい発音

・i;steningの と き に 区 別 しに くい 発 音 に っ い て の 学 習 を し練

習 を 重 ね る。

・[1][r]Yight:right(write)

・(m][n]them:then/mom:man

・(b][v]best:vest/boat:vote

・[8][s]thing:sing/think:sink

・Lf]:Ls]she:sea(see}jship:sip
6

-[f](h]food:hood/fotly:holly

・そ の 他can:can'r/ear:yearな ど

Iwanttohelpher_

Iwenttohelpher.

(● 初期段 階か ら、 正 しい英語 の発 音

を しっか り身 に付け させ る。)

<ListeningTest>

①発 音を聞 いて 、そのa匿phabet

を選 ぶ。

②発 音を聞 いて 、その 単語 を選 ぶ。

③発 音を聞 いて 、その 藷句 を選ぶ 。

④発 音を聞 いて 、 その 文を選 ぶ。

(●①～ ④ まで段階 的に指 導 する。)

(●nacuralspeedで 行

う.)

(●書 く練習 に も発展 させ られ る。)
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4文 の基本 ・英語の文を楕成するそれぞれの藷の発音は岡 じ強さではない。 ①弱型となる語にはどんなものがあるか

的な強勢 1.英 語の文では、名詞、動詞、形容詞、副詞、櫓示代名詞rjど内容 説明する。

語と呼ばれ るものは強 く発音される。 ②実際に英文を聞かせ、よく闘こえる語

2.弱 形 と してあ げた もの 、す なわ ち 冠 詞 、代名詞 、be動 詞 、助 と聞こえない語をチェyク させる.

動詞、前置詞、接続詞など機能籍 と呼ばれるものは弱 く、短めにす (●よ く聞 こえる語が内容語であること

ばやく発音される.そ して語の音 も変わる場合がある● を説明する。)

③内容語を意識させ、読ませる。

Your〔juar】 φ 【jajhim[him】 φ[im】 ④ リスニ ングポイ ントを指示 し、テープ

i3【iZ]・ ⇒ 【{ilz/lily】h8ve【h霞}V】 ⇔ 【av】 等を聞かせ、聞き取れた単語を寅かせ

of【av)【 ⇒ 〔aland【 冊nd】 → 【on/n】 る.

(2)ワ ークシー ト

英語の基本的特質を理解す るためのワークシー トを研究項 目別 に検討 してみた。生徒 はそ

れぞれを練習 ・習得 していくことで,聞 き取 るためのこっをっかみ,コ ミュニケー ションに

対す る興味 ・関心を深めることができると考えた。以下に例 の一部を示す。

1カ タカナ英語について

カタカナ英語は本 当の英語?-1

●ABCの うち どれが 正 しい英 語 の発 音?

1.ゴ リラ2.ギ ター3.ラ ジオ4.ア ジア5.ホ テ ル

(ABC)(ABC)(ABC)(ABC)(ABC)

カタカナ英語は本当の英語?-2

(1)日 本 で使 われ て い る外 国 の地 名 は、 英語 で は

何 と発音 す るで しょう。 先生 の 読 む地 名を 地図

で さが して み ま しょ う。

[国 名]ス イス、 ドイ ツ、 イ タ リア、

オ ラ ンダ、 ノル ウェー 、 イギ リス 、

ル ーマニ ア

〔2}次 の都市名は英語では何 と発音され るで しょ

つo

[都 市 名]パ リ、 ロ ー マ 、 ウ ィ ー ン
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2音 の 変 化 に つ い て:(ア)連 結(イ)同 化(ウ)消 失

自 然 な 英 語 で 歌 お う くFirsrofMay>

byBeeGees

冒hcnIgass■al1/AndChristoastrccs｠creto11/xx
lcusedtoloveuhileothcrsuscdtoplay/Don'task■ewhy/

Xx・ 必 ノ

Theti昌chaspasscdusby/So贋eoncclsemovedinfroロfara冒ay
))))

以下省略

ア.連 結[)]

イ.同 化[v]

ウ.消 失[x]

の記 号 を つ け る

3区 別 しに くい発音について

WHICHISWHICH?-1(文 字),-2(絵),-3(絵+単 語)一

●先生の言 う方に0を っけなさい。

・口2匡 ≡]3口
()()()()()()

4Z-G5巨 三 回6□

()()()()()()

一1

ノ

:,

一()一

1'`as

凧'

一()一
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Y}}
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》
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)一()一

4文 にお け る基 本 的 な強勢 につ いて

ビデ オで 自然 な英 語 にふ れ よ う<BeautyandthcBCSSt>

1.主 人公 の名 前 は。

2.彼 女 は村人 に ど う思 わ れて い ますか 。(た くさん の言 葉 を聞 き取 りま し ょう。)
亀

3.彼 女 が 本 屋 さ ん で 借 り た 本 は 今 度 で 読 む の は 何 度 目 で す か 。

4.彼 女 が 本 を 取 ら れ た と き 言 う 言 葉 は?()()have町 ㎞k,plcasc?

5.発 明 家 の 父 が 不 思 議 な お 城 に 入 っ て い く と き の 言 葉 を 聞 き 取 っ て み よ う 。

Father:Hello.Is()there?Idon'tscantointrude_

Butllost●r()and....Ineeda()to()forthenight.

Clock:Ofcoursc.Youarcuelco馳chcrc.

Fathcr:()saidthat?

Clock:()().

Fathcr:Uhcrc?

_?



㈲ 指導事例

題材 「ケニヤの日本人教師」

時間 学 習 事 項 巌 生 徒 の 活 動 教 師 の 働 き か け 指 導 上 の 留 意 点

1 1挨 捗 英語 で友 連 と挨拶 す る。 2人 の 友漣 と挨 拶 す る よ う リ ラ ッ ク ス し た 授 業 の
(1) 指 示 す る。 雰 囲気 を 作 る。

10 2準 働
(11) {n基 本 会話 1 ペァで 練 習 し友連 と使 う。 使 う場 面を 設定 し慣 れ させ 楽 しい雰 囲 気 です る。

2

4
る ◎

12厭 z テー プを聞 いて どん な曲 か テ ープ で聞 き取 らせ 、聞 き 楽 しみ なが ら集 中 して
4 推 測 す る。 取 うた 単語 か らどん な曲 か 聞 く。

推 測 さ せ る 。

3 3前 時 の復 習 4 文 を 聞 き取 りT-Fで 答 え 文を ロ 頭で 指 示 し答 え させ 身 近 な こ とや、 関心 の

(量4)

る 。

It～ror～to～ 。

る 。 あ るこ と等を 中 心 に聞
く.

6 9新 出単 語 1 宿趣 の作 文 を黒 板 に書 く◎ ノ ー トを 見 て 回 る。 積 極 的 に 手を あ げ させ
z 書 かれ た文 を読 み 、使 い方 文が 正確 に 書か れ て い るか る 。

(20)
3

.

を理 解す る0 を 評価 す る。 文を 作 る単籍 を指 示 し
てお く。

8 5本 文の 導入 2 絵 と キ ー ・ワ ー ドか らJO キ ー 。ワ ー ドを 与 え 、 絵 や ALTに 、 あ らか じめ
4 VCと 本 文 の内 容に っ いて 地 図を 用 いて 説明 す る。 テ ー プ(★)に 吹 き 込

理 解 す る 。 リス ニ ング ・ポ イ ン トを 書 ん で も ら う 。
リ ス ニ ン グ ・ポ イ ン トに つ い た ワ ー ク シ ー ト(No.

(28) い て 答 え る 。 1)を 与 え る 。

io 6基 本 文 型
`1}聞 き 取 り 4 文 を 聞 いて 、意 味を 推測 す 文 を 口 頭 で 指 示 す る 。 Σ 絵 を 使 う。

る 。

(21確 認 質 問 に 答 え る 。 簡 単 な質 問 をす る.
(3)口 頭 練 習 文形 を読 み 、意 味を 確総 す 文型 の 表を 提示 す る。 よ く知 って い る人 物 を

(38) る 。 選 ぶ 。

6 7ペ ア練 習 4 ワー ク シ ー トを 使 い ベ ァ ・ ワ ー ク シー ト(No.2) ペ ア ・ ワ ー ク が う ま く
ワ ー ク で 友 遵 に イ ン タ ビ ュ を与 え で き るだ け 早 く情 鞭 で きな い生徒 の 手助 け
一 し、 情 報 を 交 換 す る。 を 集 め る よ う に す る 。 を す る 。
集め た情 鞭 を発 表す る。 生 徒 の質 問 に答 え る。

(44) 発 表を 評 価 す る。

4 8本 時 の確 認 説 明 を聞 き質 問 に答 え る◎ 文 型を 確認 す る。 文 型 、 意味 の 要点 の み
(48) に と ど め る 。

2 9挨 捗 英 語 で挨捗 す る。 終 了を 告 げ、 挨捗 す る。 授 業 の評 価 を させ る。

6g叢 英語 の 音声 の 持つ 基本 的特 質 との関 わ り

(1:カ タカナ 英語2:音 の 変化3:区 別 しに くい 発音4:文 の 基 本的 な強 勢)

★ALTの テ ー プ 内 容:

TheJapaneseOverseasCooperationVolunteers,ortheJOCV ,isagroupof

youngJapanesemenandwomenwhogotoworkindevelopingcountriesaroundthe

world.TheJOCVbeganin1965andtodayworksinAfrica ,SoutheastAsia,South

AsiaandSouthAmerica.Ithelpsalldevelapinqcountriestogrowvegetables

andtomakeusefulthings.Thevolunteersteachthechildrenandwanttomake

lifebetterforthem.TheyoungJapanesevolunteersareallbetween20and35

yearsold.Theirjobisveryimportant,toteachthepeopleindeveloping

countriestohelpthemselves.
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習 事項5本 文の導 入:リ スニ ング ・ポ イ ン トを 書 いた ワー ク シー ト(No.1)

1.JOCVに つ いて 聞 き取 った こ とを書 きな さ い。(解 答 欄 省略)

1.ど ん な人 が 行 くの です か 。2.ど こへ 行 くの で すか 。

3.ど ん な ことを す るの です か。4.い つか ら始 ま った ので す か。

5.こ ん な活動 が あ るこ とを 知 って いま したか 。

6.将 来 この よ うな活 動 を した い と思 い ます か。

皿.今 日の授 業 にっ いて 自己評 価 しな さい。0を っ け な さ い。

1.現 在 分詞 の形 容 詞的 用 法 の文が 理 解で き、 ワー ク シー トを

使 って 行動 が で きるよ うに な りま した か。

[YcrygoodCoodSo-so]

2.ベ ア ワー クで相 手 の 目を 見 て積極 的 に取 り組 め ま したか 。

[ExccllcntVcrygoodGood]

習事項7ペ ア練習:情 報収集 ワークシー ト(No.2)

A:Eacusc昌e,｠hoisthcロ ーing...?

B:She(He}is

A:Hoydoyouspellit?

A:Thankyou.

or(1'蟄sorry,ldon'kkno■.)

/s:....

/B:You're■elCO■C.

(参 考)

自 己 評 価 の 人 数 分

37人

1.Yerygoodl1人

Good13人

So-so12人

無 回 答1人

2.Exccllcnt10人

Ycrygood9人

Good16人

(KO)1人

無 回 答1人

t )

( )

( ,

And

(

り

ノ▼

=

両

盈:
」L』■魍

」圏,

)

「■「}一 一一
v

C )

Mr.Jackson

No.2)と 同 じ言語材料を取 り上 げた教材例 一1 <Listenandieaginc・batIae1>

Q1:

IastheanieallivinginAfcica.

Iastheanioalhavingalongneck.

Imtheeniealhavingstronglegstorunfast.

1轟 邑th● ●ni口aユhavinggorgeougf●atho「5.

Imtheanimalhavingexpensivenkin.<Oatrich>

42:

IamtheanimallivinginAsia.

1西thoani鵬lhavingacrormon日yhead・

Iamtheanimalhavingbrilliantfeathers.

Iastheanimallovinggreenandblue.<Peacock>

m一



No.2)と 同 じ言語材料を取 り上 げた教材例 一2

1.先 生 の言 うこ

とは、どの人物

を指 して います

か。線 で結びな

さい。

2.(以 下省 略)

Tom Mike

靴瞬遷
playら σ5短fム義"ωokdrune卜

Ted

鰭
た邸hE㎎li轟 頃h吻 秘9ナ μ・γ熱・りidiη

3成 果 と課題

第1分 科会では,ど うした ら大切 な情報が聞 き取れるのか ということ,い わば 「聞 き取 り

のこっ」にっいて研究をすすめてきた。何が聞 き取 るときの障害 となっているかを考察 し,

その結果,音 声の基本的特質 を理解す ることが,聞 き取 る力を高めるのに有効であるという

結論 にいたった。

(1)成 果

音声 の持っ基本的な特質 を,普 段の授業の中で系統的継続的に教えていくと,生 徒 はどの

よ うに聞 き取 るかという方法,い わば聞 き取 りのこっを意識 しなが ら聞 くようになった。例

えば,Ilikeit.[aiIaikit]と い う文をそれだけで聞かせ ると,最 初 は何 といって いるの

か,迷 っているが,す ぐにほとんどの生徒がlikeとitの 間に,音 の連結 があることに気づ

き聞 き取 ることができた。さらに弱形 を教えた ときには文を聞 くときの大切な要素である内

容語 を聞 き取 れるようにな り,そ の指導後 は文脈 との関連か ら内容語の聞 き取 りに注意をは

らって聞 くようになった。

普段 の授業 で 「聞 くこと」の言語活動のひとっと して,歌 や ビデオなど用いることが多い。

音声の持っ基本的特質を学習 した後 は,「 何を言 っているかわかった」とい う生徒 が増 え,

意欲 ・関心を もって 「聞 くこと」に取 り組んだことがわかった。

② 課題'

聞 き取 るこっを身に付けなが ら,さ らに興味関心を高め意欲的なコ ミュニケー ションを図

るよ うな教材,指 導方法の研究,開 発が これか らの課題の一っになると思われる。 さらに聞

き取 る力を高める指導 のなかで,そ の聞 き取 りの力 をより具体的 に評価する方法を考えてい

く必要があるだろう。
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第2分 科会

1小 主題設定の理由 「研究の仮説 とね らい」

第2分 科会では,意 欲的に コミュニケーションを図る指導の工夫 を,「 話 す こと」 の指導

を中心 として考察 した。仮説 として,「 興味,関 心を持 って話す場面の設定 を工夫 すれば,

「話す こと」の活動が充実 し,コ ミュニケーションをより積極的に行 う意欲が育成 され るで

あろう。」 と考えた。

新学習指導要領では,「 聞 くこと」,「話す こと」がそれぞれ独立 し充実 した指導 がで きる

よう配慮 された。英語学習を始めたばか りの中学生 にとって,相 手 の言 うことを聞 き取 って

自分の考えを話せた時に,コ ミュニケーションをよ り積極的に行 う意欲が高 まると考え られ

る。そ こで本分科会では,特 に 「話すこと」の言語活動 に着 目 して研究を進 めた。

まず,授 業の中で 「話す こと」の活動がどの程度取 り入れ られているかを,44名 の教員を

対象に して調査 した。その結果,ク ラスルーム ・イング リッシュとペア ・ワークを多 くの教

員が取 り入れていることがわかった。日常の授業で実践 できる,実 際の コミュニケー ション

に近 い形の 「話す こと」の活動 として,ク ラスルーム ・イ ングリッシュの使用,ペ ア ・ワー

ク,ロ ール ・プ レイ,ス キッ ト,ス ピーチなどが挙げ られ る。 その うち,ペ ア ・ワー クは

「話す こと」の学習形態の中で も,教 室内で生徒が興味,関 心を持 って話 す場 面を容 易 に設

定で きる活動である。そこで,本 分科会では,ペ ア ・ワークに焦点を定めて,そ の教材 と指

導法について考察 した。従来のペア ・ワークに興味,関 心 を持 って話す場面を設定 するため

の工夫をさ らに加えることにより,ペ ア ・ワークが実際のコ ミュニケーションにっなが り,

それが,コ ミュニケーションを図 ろうとする生徒 の意欲を高めるであろうと考えた。

次に,こ れまでのペア ・ワークの課題を整理 し,そ れぞれにっいての改善点を検討 した。

また,ペ ア ・ワークのね らいとして,コ ミュニケーションの楽 しさを味わ うこと,語 句や文

に慣れ ること,発 話量を増やす こと,の3点 を定 めた。 ワークシー トを作成す るに当たり,

目標 とす る言語材料 の習得の工夫 と同様に,生 徒 の興味を引 く題材 を取 り上げることが重要

だと考えた。中学生 が興味 ・関心を示す話題の調査を約900名 を対象に実施 し,そ の調査結

果をふまえてワークシー トを作成 した。さらにワークシー トは,目 標文の提示や練習のみに

とらわれず,対 話 の自然 な流れを重視 し,そ の内容が段階的 に発展す るように工夫 した。っ

まり,一 つの言語材料や目標文にっいて,段 階別のワークシー トを作成 した。さ らに,ワ ー

クシー トに生徒の自己評価の欄を設けて,評 価の観点を明示 した。
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2研 究内容

(1)話 題 の調査

ア 目的:生 徒 の話題を調査 し,理 解す ることによ り,生 徒にとって身近で興味 の持てる

ワークシー ト作成に役立てることをね らいとす る。

イ 対象:中 学1年 生473名,2年 生445名,計918名(男502名,女416名)

ウ 方法:予 備調査を実施後,質 問項目を決定 し,質 問紙を作成 し,各 校にて実施 した。

工 内容 と結果:各 質問項 目の中か ら,今 一番多 く話 を している話題を選択 させた。さ ら

に,そ のとき話 していることばや内容 にっいても記入 させた。

全体で10%に 達 した選択項 目を以下のように表 に示す。

質 問項 目 順位 選 択項 目 全体% 男子% 女子%

Q1:朝 、 友達 と あ った と き、

あ い さつ の あ と に話 して い

る こ と は何 です か 。

1 きの う何 を した か。 24.8 23.5 26.4

2 きの うみ たTV番 組 20.6 16.5 25.5

3 き ょうの 授 業 や 予 定 12.1 ! 13.7

4 遊 び の こと 11.1 15.9 5.3

Q2:校 内 で 、友 達 と話 して い

る こ と は何 で す か。

1 遊 び の こと 22.7 26.7 17.8

2 TV番 組 13.7 11.0 17.1

3 フ ァ ミ コ ン やTVゲ ー ム 11.4 19.7 1.4

4 CD・ 歌 ・音 楽 11.0 9.4 13.0

Q3:学 校 の 先 生 方 と話 して い

る こと は 何 で す か。

1 あ ま り話 した こ とが な い 36.8 38.6 34.6

2 教科の連絡や準備 21.4 19.9 23.1

3 部活動 14.2 12.5 16.1

Q4:放 課 後 に話 題 に して い る

こ と は何 です か。

1 学 校 で の き ょうの 出 来 事 22.8 14.1 33.2

2 遊 び の こ と 19.3 25.7 11.5

3 帰宅後の こと 15.8 17.3 13.9

Q5二 部 活 動 の と き に話 して い

る こ とは 何 で す か 。

1 部活の練習内容 32.6 32.9 32.2

2 あ ま り話 した こ とが な い 15.4 19.5 10.3

3 大会や試合の こと 10.2 12.7 7.2
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Q6:家 庭 で 、 親 子 で 話す こ と

は 何 で す か 。

1 学校 での出来事 42.0 32.9 53.1

2 あ ま り話 した こ と が な い 11.0 13.7 7.7

3 勉 強 ・ テ ス ト ・成 頼 10.0 11.6 8.2

Q7:兄 弟 姉 妹 で 、 話す こ と は

何 です か。

1 欠点 を 言 い合 う こ と 17.2 15.3 19.4

2 TV番 組 17.1 14.7 19.9

2 あ ま り話 した こ とが な い 17.1 22.0 11.4

4 学校 での 出来事 12.4 9.8 15.5

オ 考察:男 子は,Q1・Q2・Q4か ら,校 内で,遊 びの ことをよ く話 し,女 子 は,Q

6・Q7か ら,家 庭で学校 の出来事を話す ことが多 い。特 に,男 女差 が著 しい項 目は,

Q2の ファミコンやTVゲ ームで,女 子が非常 に少 ない。また,Q3か ら,学 校 の先生

とは,あ ま り話を したが らないことが示 されている。

(2)「 話す こと」の活動調査

ア 目的:「 話す こと」の言語活動が,授 業の中に,ど の程度取 り入れ られているかを調

べ,そ の現状を把握す ることをね らいとす る。

イ

ウ

エ

対象:東 京都公立中学校英語科教員44名(男23名,女21名)

方法:質 問紙調査による

内容 と結果:結 果は%で 示 されている。

質 問項 目 (ア) (イ) (ウ) (エ) (オ)

話す ことの活 動 40.9 20.4 31.8 s.a Q.4

ペ ア ・ ワ ー ク 18.2 36.3 31.8 9.1 4.5
一

ス ピ ー チ 2.3 2.3 38.6 43.1 ta.s

教室英語 50.0 25.0 20.4 4.5 o.o

ω

㈲

国

㈲

ほぼ毎回取 り入れている

よ く取 り入れている

ときど き取 り入れている

ほとんど取 り入れていない

まった く取 り入れていない

オ 考察:「 話 す こと」 の活 動 は,0り(イ)(ウ)を あわせ る と,93.1%に 達 し,ほ とん どが 取

り入 れて い る。 その中 で,教 室英 語 が,(ア)(イ)を あわせ ると,75%に 達 し,一 番多 く取

り入 れ られ て い る。 ス ピー チ は国 ㈲ を あわ せ る と,56.7%に 達 し,取 り入 れ られ る機

会 が少 な い。 ペア ・ワー クは(ガが,18%に す ぎな いが,(イ)(ウ)ま で 含 め る と,86.3%に

達 し,比 較 的多 く取 り入 れ られて い る。 しか し,w㈹ をあわ せ て13.6%が 取 り入 れ て

い ない と答 え,今 後,指 導方 法の改善 の工夫 が望 ま れ る。
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(3)ペ ア ・ワークの課題 と改善点

ア これまでのペァ ・ワークの課題

① 特定の場面設定がな く,生 徒の興味をひ くよ うな疑似 コ ミzニ ケーション活動 にな

りにくい。

② ペア ・ワークの方法及 びワークシー トの内容 の理解に時間をとりがちである。

③ ペアの組み合わせが,固 定化 しやすい。

④ ワークシー トの内容が,パ ター ン・プラクティスの延長 となりやすい。

⑤ ペア ・ワークの活動中に,安 易に日本語を使 って しまう傾向があ る。

イ ペア ・ワークの改善点

① 生徒が興味 を持 っている話題 を理解 し,ワ ークシー トの内容に工夫を加え作成する。

さらに,対 話 の場面を必ず明記す る。

② ワークシー トの形式 とペア ・ワークの練習方法を定 め,生 徒が理解 しやすいように

工夫す る。

③ ペアを固定す る方法の ほか,様 々なペアでの活動ができるよ うに工夫す る。

④ 目標文だけでなく,対 話 の流れを重視 して,会 話 の始あ方,終 わ り方や聞 き返 しの

言葉,同 意の言葉,っ なぎの言葉 などを工夫す る。

⑤ ペア ・ワークを始める前に,ワ ークシー トの対話文の練習 を十分 に行い,ま た必要

に応 じて,補 助的な説明文 をのせて,ペ ア ・ワークがや りやすいよ うにする。

ウ ワークシー ト作成上の留意点

内容を段階的に発展 させ るよう留意 して作成す る。

〈 ワークシー トの作成例〉

基 本 的 な 段 階 → 発 展 的 な 段 階

〈 そ の 具 体 的 な 内 容 〉

・目標文を中心 とした対話 → 話の流れを重視 した対話

・Yes ,Noで 応答す る疑問文 選択肢 のある疑問文 疑問詞で始 まる疑問文

〈 す べ て の 段 階 の 共 通 事 項 〉

・会話の始め方,終 わ り方,聞 き返 しの言葉,同 意の言葉,っ なぎの言葉などを工夫す る

・疑問文の応答は,2文 以上 とす る。

・ワークシー トに評価の観点をのせ る。
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(4)ペ ア ・ワークの指導実践事例

事例1(1年 生)

.PairMork1年 生の段納 指導事例〈1>Oate:

Doyoulikehamburgers?

一 コ
Ansxer[コ
〔

fHOrroolaythispave:bn`ｧa(urday:afterroon.

口,…Areyouhungry?

S.1.鳳hungry,toO.

youlikeh80凶rgers?

rdon?

、1唱ll勢欝 論.∠ コ
Isee.

Vocabulary

h胆 加roersイhotdogsウsand闘che5工pizzaオfrieschicken

ヨニ-Pり　サめ

1:lt認 飢5;:;Y。u「 聞「tneダ職:

totalpoints()

sNorrangpointsdoesYourDannerhave9()

D幽dyOU驚 匹n?VES"0

鉱 鮮 糠

PairMork1年 生の段階的指導事例<2>Dat●:

Doyoulikehamburgers?

一 コ
Ansrer〔〔

◆ σ宵,aythisgaDe:.On『S己tu「Ja7aftornoOO..

li飢畿讐
oso.

lw[foodsdoyoulke?

IiAeDitza.

T監t.e二9:Daveoodid:ipa!D⊥三三a.

fVocabulary

アha昌buroersイhotdogsウsandKicnes工pitzaオtriescOicke

C

C

C

C

B

B

B

B

A

A

A

A

積穫的に会話をしよ うとしましたか?

アイ ・コンタクトをして会話ができましたか?

今日のkeysentenceを 言えるよ うにな りましたか?

蹴誕レ慮}剛 防雌鰭まるよう儲りま"?

《胤 甥π》 ∩一柵鷲疫 レo塗 い盤之 ひもう少」努加る撮柵

ヒきゼエ　　 む　 S　

1二:t認 醍S:8You「 障「鵬 ピsn　

TotalDoints()

・Norzanypointsdoesyourpartnerhave?(i

『ゼ 影 獅 ・=
,

il:難 鍬 盤 二躍 二、。か・ABAB:

il:齢1耀1膿 菖榔 うになりましたか?AgAB:
くa蟹につIR》A・ 一十}τ塾之B・ ・だL喚いτきtc・ 一もう少し響力寸る顔5ある

ア ワークシー トのね らい

・一般動詞likeを使 った疑問文に慣れる。

イ 留意点

・状況設定を土曜 日の放課後,友 達 とファース トフー ド店に行 こうと相談 している対話文を

中心 として日常生活で使 う表現を含んだ内容 とした。(「段階1・2」 共通)

・ 「段階1」 では,会 話 を始め る際の言葉や簡単な聞 き返 しの言葉 ・同意 の言葉を取 り入れ

た。「段階2」 では,Yes,No以 外の応答や,疑 問詞のある疑問文,さ らに提案の表現 を

加えた対話のや りとりを取 り入れた。

・ 「段階1・2」 のペア ・ワークの方法 は固定ペアによる2分 間の練習時間の確保 とさらに

オープ ン・ペアによる3～4分 間の情報交換活動を行 うよ うに した。

・評価は,観 点を(1)積極的に取 り組 もうとする態度,(2>聞 くこと ・話す ことの態度,(3)学 習

の成果,(4)会 話の始め方 ・聞 き返 しの言葉 ・同意の言葉 ・繰 り返 しの言葉 などの表現の学

習,の4項 目を設定 し,方 法 は自己評価 とした。
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ウ 考察

話題の調査の結果を活用 し,生 徒の生活に現れ るような場面 ・状況設定の もとでの対話 内

容を取 り入れたことにより,以 前のペア ・ワークよ りも意欲的に取 り組め るようになった。

また,評 価項目を具体的に示す ことにより,ア イ ・コンタクトを した対話が可能になった。

ペァ ・ワーク以外 の活動の場面でも,ワ ークシー トに段階的に取 り入れた目標文や聞 き返 し

の言葉,同 意の言葉などの表現が教師 と生徒 との対話で使われるようになっ、た。

事 例2(2年 生)

PairWorhsheet椴 階1)

PatternA

ホ下の対 話文 を艇 って 、 自分の した い こと を言 って みよ う。

(場 面)学 校 に 登校 して きた友 連 と紋灘 蟹 にす る こと を帽 族 して いる.

A:Hi.Howareyou?

B:Veryfine.Andyou?

A:1'mO.K.

Wel1,areyoutreeafterschool?

B:Yes.1'mfree.

Doyouhaveanyideas?

A:Sure.Iwanttoplaysoccer.

B=0.K.Leピsplarsoccer.

ホ下纏郎 をか え て、線 習 を します.

Vocabu且&r

laytennis

laybasketball

tudyEnglish

oshopping

otothemovies

*下 の3つ の 項 目で 自己野価 を して みよ う.

この囎 へ の取 蝿 みEzcell,。 、erVygoodG。 ωNe:ttine一

自分の 役割へ の取 ・働 ・xcell…eryg鰯Neatine

栂手 の 言 うことが 聞 き取れ たかExcellentVerygood〔b図NextLb

≠乏毒老 Σ 勉 弓蜜し1しトノ)な ∴と[、 ラノ》さ ξ アn{＼r.＼

∠ ノ書 ラ.

と・・〉む,助 域 〉

Pai「W。 「ksheet-

Patt_C
事下 の対話 文 を使 って 、自分の した いこ と を言 って み よ う.

{場 面)享 校 に登 校 してきた 友連 と放口 後に す る こと を帽 談 し て いる.

A:Hi,(名 蔚).Howflreyou?

B:Tired.IwatchedTVlatelastnight.

AndYou.(名 前)?

A:1'mGreat.

We11サareン0u　 reeafcer8ChO0エ マ

B:Pardon?

A:Areyoufreeafterschool?

BYe5ロwn8し0r0uNね ロcし0d0マ

・ 念lwantto

Oh,no.ldiayn't_,r.to,ley。 。c_.

Imeanttoolavbasketball.

A:Allright.Let'sp1.ay___bssketbal1.

寧下線 郎 をか えて,線 習 を します.

ocabuly

TVgamepla

pls

go

go

go

go

stu

L

owling

h0Dvまn8

:㌦9二z孟:。 、es
ymathinthe ibrary

_△」L」堅__遡 ・・

VERYG000

熟

寧下の3つ の項目で自己Ridし てみよう.

.F「`へ、
この線 習へ の取 リ岨 み¥EzcellenしVerySoodGoodNexttine

.こ==

自分鍛 嗣 への取 リ組 み(ellendV・ ・y脚dGoad圃 ・xttine

併 鋸 う・とが恥 馳 たか 魎 亙P・ ・rYdoadGoodN・:cti.e

㈱ 輔 　 E%CE_.EM!

一 全」L量 騒_____・

ア ワークシー トのね らい

・ 「wantto動 詞の原形(不 定詞の名詞的用法)」 の形を含んだ文 に慣れる。

イ 留意点

・場面設定 を学校,状 況設定 を友人同士 の朝の対話 として,日 常生活で使 う表現 を含んだ内

容に した。「段階1・2共 通」
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・段階1で は,安 心 して練習できるよ うに白常の固定 ペアで,段 階2で は,名 前を呼 び合 う

ことに新鮮 さを持たせ るために,ク ラス全体のオープン ・ペアで行 うこととした。

・段階2で は,練 習形態を変えるために,名 前を呼ぶ内容に した。 またwhatで 始 ま る疑問

文ばか りでな く,否 定文を加えて目標文の練習を発展 させた。 さらに聞 き返 しの表現 を加

えることによって,対 話の流れに注意 し,言 い直 しの文を言 うよ うにさせた。

・評価の観点 を(1)活動への興味 ・関心,(2)表 現の能力,(3)理 解 の能力,の3点 に設定 し,方

法 は自己評価 とした。また生徒の意見欄 を設けて,生 徒がよ り主体的に活動するように工

夫 した。

・対話の文章 は,ALTに ア ドバイスを受 けた。

ウ 考察

・自己評価を比較 してみると,段 階2で は各項 目共 に段階1よ りも上位の評価を した生徒が

増えた。内容の発展が,生 徒の興味 ・関心を高め,意 欲的な活動を促 したと思われる。

・生徒の意見では,語 彙 を充実 してほしいというものが最 も多か った。

3成 果 と課題

まず,ワ ークシー トの内容を改善するにあたって,生 徒の話題の調査を実施 し,興 味が も

てる話題 の内容を知 ることがで きた。また,「 話す こと」の活動がどの程度授業 に取 り入れ

られているのかを調査 し,現 状 の把握 と指導の改善に役立てた。さらに,ペ ア ・ワークの課

題 と改善点を明 らかに し,そ れ らをふまえて実践 を試みた。

事例iで は,段 階的に取 り上 げた内容のなかで扱 う目標文,聞 き返 しの言葉,同 意の言葉

などの表現が,教 師と生徒のinteractionで 使われるよ うになった。事例2で は,段 階 が進

むにっれて理解や表現の能力が向上 した。学習の遅れがちな生徒 も,身 近な話題を取 り上 げ

ることで話題 に興味 をもち,ペ ア ・ワークに意欲的に取 り組めた。以上 の結果か ら,ペ ア ・

ワークを通 して,「 興味 ・関心を もって話す場面の設定 を工夫すれば 「話 す こと」 の活動が

充実 し,コ ミュニケーションをよ り積極的 に行なう意欲が育成されるであろう」 とい う仮説

が,ほ ぼ検証 された。

今後の課題 として,評 価 の項 目や方法などにっいて,検 討が必要 になるだろう。また,ペ

ア ・ワークばか りでなく,ス ピーチなどの他 の 「話す こと」の言語活動を充実 させ るよう研

究 をさらに深めていきたい。

一17一



第3分 科会

1小 主題設定の理由 「研究の仮説とねらい」

第3分 科会では,『 教育機器 を効果的に活用 した指導の工夫』 という分科会 テーマを設 け,

「教育機器を効果的に活用すれば,コ ミュニケーションに対する興味 ・関心が高 まるで あろ

う。」 という仮説 のもとに,研 究を進 めてきた。

教育機器 は,本 来,主 たる言語活動を補助す るための手段 として用 いられるものであるが,

これ らを効果的に活用す ることにより,コ ミュニケー ションに対す る興味 ・関心を高め,意

欲を育て,そ の結果 として コミaニ ケー ション能力を高めることがで きるのではないか,と

考えた。 このことは,新 学習指導要領の,第3指 導計画 の作成 と内容 の取扱 い5で,

「言語活動 を一層活発にするため,教 育機器 の有効な活用や ネイテ ィブ ・ス ピーカーの協力

を得 ることなどに留意するものとする。」 とうたっていることで も,そ の必要性 が理解 で き

る。教育機器 にはテープ レコーダーをは じめ,OHPやCD・ ビデオディスクのディスク類

などがあるが,コ ミュニケーションを前提 と した機器の活用方法 として は,

(1)ビデオを活用 した方法(2>LL機 器を活用 した方法(3)パ ソコンを活用 した方法

などが考え られる。 これ らをそれぞれの特性を生か して用 いてい くことで,上 記 のね らいを

達成す ることとした。

これ らの教育機 器 を活用 して意欲 的 な コ ミュニ ケー シ ョ ン

を図 るた めに は,コ ミュニケ ー シ ョンの 目的 の1つ であ る,

informationgapを 埋 め る ことに加 えて,パ ソ コン通 信 に よ

る国 際交 流,っ ま り異文化 理解 を深 め,国 際理解 を深 め るコ

ミュニケー シ ョン,「 異文 化間 コ ミュニケ ー シ ョン」 を も目

指す こ とを 目的 とす る。 これ らの 目的 を達 成す るため の指 導

の工 夫 と して,興 味 ・関心 を持 っ→意 欲1を 持つ → 積 極的 な

態度 且を形 成 す る → 能力'と して身 にっ ける→ 新 たな意欲2…

→ 新 たな態度2→ 新 たな能力2… →,と い うよ うに循環 させ

なが ら高 次 の能力 を育 て て い くこと と した。〔こ こで は,"ス

パ イ ラル ・エ フ ェク ト"(ら せん効果)と 呼 ぶ こ とと した。〕

(右 図参照)

意欲1

興味 ・関心
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2噛 研究内容

(1)ビ デオ教材 での学習

ア`対 話文完成(CompletetheDialog。)

ある対話文で,い くっかの部分を ミュー ト〈音を消す)に し,そ こにどんな文を入れた

らよいか,生 徒が考え,そ れぞれ発表す る。

イ`ス トップ&リ リース'(GuessHowtheSceneGoes.)

対 話文完成 の応用。スキ ットや物語の途中でいったんテープを止 め,次 の場面で会

話がどのように発展す るかを生徒が考え,発 表する。

ウ`イ ンタ ビー&ス ピーチ'(TheInterview&Speech)

① あ らか じめ質問事項 を入れておき,そ れに対 して生徒が答える。

② イ ンタビュアー役の生徒が他の生徒に質問す る。そ してそれ らを ビデオに収 めた もの

を流 し,そ れぞれ批評 し合 う。

③ あ るテーマにっいて数人の生徒が スピーチ した ものを ビデオに収 め,そ の内容にっい

てT-Fテ ス トやQ&Aに より確認する。

(2)LL機 器活用の学習

①LL機 器活用の学習

LL機 器の特性 として次の4っ があげられる。

ア テープを使 って,よ りク リアーな音で,何 度で も繰 り返 して聞 くことがで きる。

イ テープに録音することによ り,自 分の発音をモデルと比べ,矯 正することが繰 り返 し

てできる。

ウ ヘ ッドセ ットを使 って不特定多数 の生徒間で対話練習をす ることがで きる。

工 教師が個 々の生徒をモニターす ることにより,他 の生徒の活動を妨 げることな く,個

別に指導できる。

これ らの特性 をもつLLを 活用す ることによって,生 徒は学習に対す る興味 ・関心 を高め

意欲的にコ ミュニケーション活動 に取 り組むことがで きると考えた。授業 においてはこれ ら

の特性を生かすために次のような活動 を行 った。

ア コンピュータによってア トランダムに組まれたペアが,ヘ ッドセ ットを とお して学習

した文を用いなが ら文型練習などを行 う対話練習。主に 「話す こと」 と 「聞 くこと」を

中心 としたコミュニケー ション活動を行 う。

イ 教科書準拠 の音声 テープの文型練習の部分や教科書準拠のLL用 テープ及びワークシー
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トを用いる文型練習。絵を見て英語で表現することを中心 とした言語活動を行 う。

ウ 教科書準拠 の音声テープの本文の部分を用いて行 う音読練習。モデルの発音や読 み方

を模倣 し,発 音矯正や読み方の練習を行 う。

工 用意 された教材 の中か ら,そ れぞれの生徒が 自分の興味 ・能力 に応 じて学習内容 を選

択 して行 うコース別学習。英語検定 コース ・ヒア リングコースは 「聞 くこと」を中心 と

したコミュニケーション活動,教 科書 コース ・LLコ ースは 「聞 くこと」及 び 「話す こ

と」を中心 としたコミ3ニ ケーション活動である。

② ア ンケー ト調査

ア 調査のね らい

LL機 器を活用 した授業に対す る生徒の考えを知 るとともに,LLの 授業 に対する生

徒 の興味や学習活動への意欲の傾向を調査することにより,仮 説の裏付 けを試みた。

イ 調査の時期 と対象及 び人数

調査:平 成5年9月 対象:第1学 年生徒143名

ウ 調査の項目(抜 粋)と 結果 ・考察

普通教室 とLL教 室を比べて

oZo

楽 しい14

学 習 意欲189

29.5役立つ

綾れ る

(単 位:%)

406080100

66z28

66224

3且5多42

口 普通教室

i,L教 室

口 両方

口 無回答(否 定)

zs.s 1189 33.8

0-一
LLで の活動 に興味はあ りますか

(単位

20406080

ペア会話

コース別学習

録音音読練習

文型練習

%)

ioO

口 はい

囮 いいえ

口 無回答

や る気は起 こりますか

ozoaoso

ペ ア会話練習734

一ス別学・に==正==醗 翻]
録音音読練習587378

文型練習51742z・

(単 位

80

3.1

%)

100

口 はい

匠】いいえ

口 無回答
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生徒の半数以上がLLの 授業を

楽 しく感 じ,学 習意欲 がわ くと答

えている。「教室 と両方」 と答え

た生徒を合わせると8割 前後の生

徒がLLの 授業 に対 して肯定的な

考えや姿勢 を示 しているといえる。

生徒はコンピュータでア トラン

ダムに決め られるペアの対話練習

や自分で教材を選択するコース別

学習,教 科書の本文を録音 して練

習す る活動に興味をもっているこ

とが分かる。

意欲についての質問に対 しては

それぞれの活動 に,半 数以上の生

徒が意欲的に取 り組んでいるとい

う結果が出た。



㈲ パ ソコン活用の学習

英語の授業でパ ソコンを使用す る場合,次 のような活用の しかたが考え られる。 まず ワー

プロソフ トや図形処理 ソフ トを利用 して,ス ピーチや英作文などの自己表現の原稿や作品 の

清書があげられ る。 これは,手 書 きで も同 じような作業がで きるが,紙 と鉛筆だけでは書 い

て存在するだけである。パ ソコンは鉛筆,消 しゴム,タ イプライター,は さみ,糊,コ ピー

機などの役目を して くれる。さらに外部記憶装置であるデ ィスクを利用す ることによ り,か

な りまとまった量の文を系統立 てて保存することも可能である。またパ ソコ ン通信を利用す

ることにより,パ ソコンは 「郵便局」 としての働 きもす る。

「は じめてのCAI」(枝 澤康代)に よると,パ ソコンを利用 しての英作文指導(CACI:

computer-assistedcompositionins七ruction)の 有用性 を下書 き,本 書 き,書 き直 しの各

段階において 「生産的でない作業」つま り,書 き損 じた部分を消 しゴムで消 して書 き直す労

力か ら開放 され るとしている。

そのほか,個 別学習 として,各 自の理解に応 じた問題 に取 り組む教材 も考え られる。また

音声を扱える機種 の場合,従 来のテープ レコーダーやCDよ りも進んだ活用方法が考え られ

る。

(4)指 導実践事例

第3分 科会では,パ ソコンを活用 した授業で,手 紙文 をパ ソコンで清書 し,パ ソコ ン通信

で相手 に送 ることを中心に研究をすすめた。通常,パ ソコン通信は,相 手 のコンピュータに

直接っないでデータを交換 したり,パ ソコンネッ トを利用 してメールの交換をす ることがで

きる。通信で送れ るのは文字が基本だが,設 定次第では写真などの画像データや,音 声のデー

タを送 ることも可能 となる。

現在の中学生 にとってパ ソコンの存在 は,比 較的身近 なものである。 したが って授業でパ

ソコンを扱 う上で,生 徒側 の抵抗感 はほとんど見 られなか った。生徒が授業中にパ ソコンを

操作するに当たっては,機 械の取 り扱 い方法のほか,ソ フトウエアの著作権 の保護 について

も指導 した。

授業にパ ソコンを取 り入れ ることにより,生 徒 の英語学習 に対す る興味 ・関心を高めるこ

とがで きた。授業後のア ンケー トでも 「は じめは難 しか ったが,す ぐに慣れ た」 「楽 しか っ

た」「またや りたい」 という記述 が目立 った。実際パ ソコンを活用 した授業 で は,生 徒 たち

は生 き生 きとして学習に取 り組む姿勢 をみせた。 この ことにより,第3分 科会の仮説 は実証

された。
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〔指導事例 ・第1学 年 〕

時 閻 学習事項 生 徒 の 活 動 教 師 の 働 き か け 指導上の留意点 評 価

あ あいさつ Uoodafternoon, Uoodafternoon,everyone. 元気 にあい さっす ・声が出

い Mr.Yamazaki. }fowareyou? る て いるか

さ 1'mfine,thankyou. 1'mfine,too.Thankyou. ・正確 に

つ Andyou? 表現でき

Whatdayisittoday? てい るか

2 口付 [t'sThursday. What'sthedatetoday? 日付を板書しなが

2 1ゼsOctober28,1993. ら復唱 させ る

復 ワ ー ド ビン ゴ ワー ドビンゴのマスをチェッ ビンゴのマ スに相当す る単語を発 英語学習の雰囲気
Y.欲的 に

習 8 クす る 表する。終了後は前後の復習とな を盛り上げる 参加でき

1 10 る単語の練習をする たか

導 個 人 フ ロ ッ ピー 自分のデ ィス クを受 け取 個人 デ ィス ク配布をす るよ うに係 机間指導を通して 協力して

人 デ ィス クの配 布 り,パ ソ コ ンに 電 源 を 入 の生徒 に指 示す る。 生徒の手助けをす で きたか

と ワー プ ロ ソ フ れ て ワー プ ロ ソ フ トを 立 作業にっいて画面を通して説明す る 。

3 トの 立ちi=げ ちLげ る。前時 まで に完 る 。

13 成した手紙文を呼び出す

展 手紙文の発表 自分の手紙文を発表する 発表する生徒の作文を他の生徒の みん なに聞 こえ る わか りや

開 2～3名 程度 画 面に送 る。 よ う に させ る。 すく発表

i 7 で きたか

20

展 パ ソコ ン通信実 チ ャッ トの様子 を見学す 代表生徒の手紙文をパソコン通信 画面に表れる英文 意欲的に

開 演 る 。 の チ ャ ッ トでMr.RobertIleller を読 ませ る。 参加した

2 15 と行い,生 徒 に画面 を通 して 見学 か

35 させ る。

展 手紙の返事 パ ソコ ン通信 でALTの 手紙 はALTと パ ソ コ ン ネ ッ ト 画面に表れた文を パ ソ コ ン

開 Mr.Guzmanよ り 届 い (よ み ネ ッ ト、 ニ フ テ ィサ ー ブ) 読め るよ う時問を 通信に興

3 3 た返事を読 む。 にパ ソコ ン通信で送付 済み。現在 区切 る。 味を持 っ

38 返事を待 って いることを説明。 たか

展 郵送す るカー ド 手紙文を プ リン トァ ゥ ト 学 習の手IIIを説明す る。 机間指導して作業 意欲的に

開 io の完成 し郵送す るカー ドに貼 り の進行を見守る 取り組め

4 48 付 け完成す る。 たか

ま 作[)ouの提 出 完成 した カー ドを提 出す カー ドを 提 出 させ る。

と

め

る 。

元気にあ

2 あ いさつ That'sallfortoday. 元気 にあいさっす いさつで

50 Sccyoulater. Seeyoulater. る きたか

一22一



3成 果 との課題

(1)成 果

ア 普通教室の授業 と比べて,機 器の習熟度 の程度に応 じて生徒が興味 ・関心を もって意

欲的に授業 に取 り組むことができた。

イ パ ソコ ンやLL等 の機器に対 して,生 徒自身がそれ らを操作す ることで主体的に学習

しようとする態度 を高め ることがで きた。

ウ 英文を書 く場合,こ れまでの手書 きでは,書 き直 しが大変であった。 しか しパ ソコ ン

によるワープロ機能を使用することによ り,書 き直 しが容易 となったため,生 徒は間違

いを気にせずに,自 由に文 をっ くることがで きるようになった。また,各 自が作成 した

文書 はフロッピーに保存で きるので,何 回 も読み直 し,書 き換えることによ り,さ らに

英文 の表現力が豊かになった。

エ パ ソコン通信を活用す ることにより,コ ミュニケーションを意欲的に図 ろうとする態

度が育成 された。

オ パ ソコンによる ドリルワークは,既 習の文法事項などの反復練習において効果的であっ

た。自分の答に対す る結果がす ぐにわかるため,生 徒 は意欲的に ドリルに取 り組むよ う

になった。

② 今後 の課題

ア アプ リケーション ・ソフ トがフロッピーべ一スのため,ソ フ ト管理が煩雑である。生

徒用ハー ドディスクが必要である。

イ 学校におけるパ ソコン通信のための電話回線の確保が難 しい。ネッ ト加入料の問題。

ウ 教材 ソフトの開発に多 くの時間をとられる。

エ1人 に対 して1台 のパ ソコンが必要である。現在 は2人 で1台 のパソコンを使 って い

るため,1人 が待 たされて しまい,学 習効率が落ちて しま う。

オ 興味 ・関心を継続す るために,教 材研究 に努力 しなければな らない。

力 機器を介す るコ ミュニケーションか ら,人 間同士 の会話 によるコミュニケーションへ

発展 させ ることの問題。

キ 今後,教 職員のパ ソコン研修体制を確立 し,全 校規模で取 り組むことが必要である。
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IVま とめと今後の課題

本研究は,「 意欲的にコ ミュニケー ションをはかる指導の工夫」を三つ の分科会 において

それぞれ仮説を立てて研究 した ものである。

第1分 科会では,「 言語活動」の4領 域のひとっである 「聞 くこと」の ための学 習活動を

考えた。生徒は,日 本語 と英語の音声 との違 いについて学習 して いく中で,聞 くことになれ

て きたとい う感想 を出すようになった。「何を言 っているのかがわかる」ということである。

聞いたことが分か るということで,授 業に活気が出るようになり,聞 くこともコミュニケー

ションのひとっであることが実感 された。

第2分 科会では,「 話す こと」の活動に着目 し,ペ ァ ・ワークに焦点 を定 めて研究 を進 め

た。 これまでのペア ・ワークの課題 をふまえ,ワ ークシー トやその指導法にっいて考察 した。

中学生の話題の調査に基づいて,興 味,関 心のある題材を選定 し,ま た,内 容を段階的に発

展 させ る工夫 により,ペ ア ・ワークを実際のコ ミュニケーションに近づ けた。これまでの実

践 を通 して,生 徒の話そ うとする意欲 が高 まり,仮 説が検証 された。今後さ らに,ス ピーチ

など他 の 「話す こと」の活動にっいて,そ の評価方法 も含めて,研 究を深めていきたい。

第3分 科会では,パ ソコンやLL機 器などの教育機器を効果的に活用す ることで,生 徒の

コミュニケーションに対す る意欲 ・関心を高める研究 を行な った。 こうした教育機器を活用

す ることにより,コ ミュニケーション能力の基礎 となる文法や慣用的表現 などにっいて,自

発的,か っ意欲的に学習するようになった。 さらに生徒は,パ ソコン通信を通 して他の人々

とコ ミュニケー ションを図 ることがで きる事実を知 り,電 子 メールなどを使 って,積 極的に

言語活動 に取 り組むよ うになった。

この研究を通 して研究員の私達が感 じたことは,教 師が成長すると生徒 も成長す ることで

ある。あたりまえのことだが,授 業 を工夫す ると生徒は生 き生 きとして くる。っ まり意欲 と

関心を生徒が持っためには,そ れを意識 した工夫が必要 とされる。その工夫が,こ の一年間

の研究 であ った。

ヒアリング,ペ アワーク,パ ソコンやLL機 器などの活用 はどれをとって も生徒の意欲を

高めるのに有効であった。これか らも 「聞 くこと」「話す こと」「読むこと」 「書 くこと」の

4領 域 をバ ランスよ く取 り入れていきたい。

今後 は,生 徒のコ ミュニケーションに対す る意欲 ・関心 を高める指導法の研究を一層すす

めるとともに,コ ミsニ ケーションの目的について も研究を重ねていきたい。
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